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係
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の
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法
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フ
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ラ
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の
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結
果
（
事
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を
め
ぐ
る
政
治
勢
力
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盛
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シ
ラ
ク
大
統
領
及
び
ジ
ョ
ス
パ
ン
首
相
”
今
回
の
憲
法
改
正
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フ
ェ
ラ
ン
ダ
ム
を
め
ぐ
る
両
氏
各
々
の
政
治
的
立
場
（
境
遇
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統
領
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任
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制
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近
未
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憲
法
改
正
レ
フ
ェ
ラ
ン
ダ
ム
の
投
票
結
果
と
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析
・
評
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1
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じ
め
に
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票
結
果
と
特
色
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勢
力
の
反
応
・
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向
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い
し
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結
果
へ
の
評
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向
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い
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（
井
上
禎
男
）

1
　
ま
え
が
き

　
二
〇
〇
一
年
三
月
三
一
日
に
実
施
さ
れ
た
全
国
世
論
調
査
（
西
日

本
新
聞
四
月
一
四
日
・
日
本
世
論
調
査
会
）
や
小
泉
首
相
記
者
会
見

で
の
言
及
な
ど
（
同
年
四
月
二
七
日
）
、
こ
の
と
こ
ろ
、
わ
が
国
で

は
首
相
公
選
制
導
入
如
何
を
め
ぐ
る
議
論
が
喧
し
い
が
、
す
で
に
共

和
国
大
統
領
公
選
制
を
採
用
し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
て
は
、
昨

年
九
月
二
四
［
口
、
共
和
国
大
統
領
の
任
期
を
七
年
か
ら
五
年
に
短
縮

す
る
た
め
の
憲
法
改
正
国
民
投
票
が
行
わ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
で
の
展
開
と
は
別
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
右
の

よ
う
な
動
向
を
眼
前
に
し
て
、
昨
年
末
よ
り
本
学
法
学
研
究
院
で
フ
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ラ
ン
ス
公
法
に
関
心
を
寄
せ
る
も
の
が
集
い
、
学
内
に
フ
ラ
ン
ス
公

法
研
究
会
を
立
ち
あ
げ
、
今
夏
に
か
け
て
、
前
記
の
憲
法
改
正
国
民

投
票
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
調
査
を
進
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
今
回
の
経

験
を
確
認
す
る
作
業
が
、
首
相
公
選
制
問
題
と
大
統
領
任
期
制
改
変

の
問
題
と
が
有
す
る
議
論
の
土
俵
の
差
異
を
認
識
し
た
う
え
で
、
な

お
そ
れ
自
体
と
し
て
現
時
点
で
端
的
に
比
較
憲
法
学
的
意
義
を
有
す

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
わ
が
国
で
の
議
論
に
直
接
・
間
接
に
示
唆
す
る

と
こ
ろ
大
き
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
例
え

ば
、
つ
と
に
な
さ
れ
て
い
た
次
の
よ
う
な
指
摘
、
す
な
わ
ち
、
わ
が

国
の
場
合
、
憲
法
が
総
選
挙
後
の
内
閣
辞
職
を
定
め
る
が
（
第
七
〇

条
）
、
こ
れ
は
代
表
民
主
制
を
基
礎
と
す
る
憲
法
体
制
の
も
と
で
の

議
院
内
閣
制
と
は
相
入
れ
な
い
性
格
の
も
の
だ
と
す
る
受
け
止
め
方
、

に
対
す
る
考
察
に
も
大
い
に
参
考
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
、
首
相

の
選
出
母
体
の
変
更
と
い
う
点
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
の
議
論
で
あ

　
　
　
　
　
　
ユ
　

る
か
ら
で
あ
る
。

　
な
お
、
今
回
問
題
と
な
っ
た
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
大
統
領
の

七
年
任
期
制
の
起
源
は
古
く
第
三
共
和
制
ま
で
遡
る
が
、
一
見
技
術

的
に
み
え
る
こ
の
問
題
自
体
の
性
格
も
あ
っ
て
か
、
こ
れ
ま
で
任
期

制
を
め
ぐ
る
議
論
の
成
果
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
新
聞
論
調
で
も
、
議
論
自
体
は
、
多
く
は
「
埋
め
草
」

的
な
記
事
と
し
て
現
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
n
参
照
）
。

　
し
か
も
、
今
回
の
憲
法
改
正
は
、
ひ
と
ま
ず
．
．
ω
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6
、
．
の
語
で
表
さ

れ
る
よ
う
な
「
干
か
ら
び
て
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無
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乾
燥
な
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味
も
素
っ
気
も
な

い
）
、
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だ
け
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単
独
に
取
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上
げ
る
」
形
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五
年
任
期
制
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裁

上
に
上
せ
る
と
い
う
様
相
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
意
味
で
は
、
本
稿
で
の
時
期
を
限
定
し
た
作

業
の
意
義
は
限
ら
れ
た
も
の
に
な
る
恐
れ
な
し
と
し
な
い
が
、
そ
れ

に
も
関
わ
ら
ず
、
他
方
、
大
統
領
任
期
の
五
年
へ
の
短
縮
は
、
以
下

に
み
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
憲
法
の
国
家
機
構
の
あ
り
方
、

性
格
に
も
一
定
の
変
革
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
側
面
を
有
し
て
い
る

こ
と
も
見
逃
し
え
な
い
（
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
丁
度
こ
の
時
期
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
中
の
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
国
民
投
票
へ

の
棄
権
率
に
及
ぼ
し
た
影
響
も
取
り
沙
汰
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
、
そ
れ
が
テ
レ
ビ
報
道
で
の
雰
囲
気
に
も
現
れ
て
い
た
こ
と
も

各
紙
紙
面
に
読
み
取
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
上

H
・
m
で
は
そ
の
詳
細
は
省
か
れ
て
い
る
。
）

　
本
稿
は
、
右
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
ひ
と
ま
ず
、
憲
法
改
正
国
民

投
票
日
（
二
〇
〇
〇
年
九
月
二
四
日
）
前
後
数
日
に
焦
点
を
あ
て
て
、

新
聞
論
調
に
み
ら
れ
る
投
票
日
ま
で
の
政
治
的
・
社
会
的
状
況
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（
1
1
“
大
城
担
当
）
と
、
憲
法
改
正
レ
フ
ェ
ラ
ン
ダ
ム
の
投
票
結
果

　
　
（
m
“
井
上
担
当
）
と
を
、
彼
の
地
で
報
道
さ
れ
た
記
事
に
則
し
て

　
　
忠
実
に
記
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
し
た
が
っ
て
、
H
お
よ
び
m
で
は
、
各
執
筆
者
は
本
稿
本
文
を
ほ

　
　
ぼ
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
に
則
し
て
記
述
す
る
こ
と
に
努
め
て
お

　
　
り
、
最
小
限
の
評
論
は
末
尾
で
注
記
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。
以
上

　
　
が
、
国
民
投
票
を
と
り
ま
く
状
況
に
ま
で
踏
み
込
み
つ
つ
も
、
本
稿

　
　
を
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
し
た
が
っ
て
、
記
事
の
読
解
は
研
究
会
参
加
者
の
協
力
に
負
う
と

　
　
こ
ろ
も
あ
る
が
、
本
稿
の
執
筆
の
責
は
各
章
担
当
者
に
属
す
る
。

　
　
　
な
お
、
研
究
会
で
使
用
し
た
資
料
及
び
写
真
は
、
本
章
執
筆
者

　
　
（
大
隈
）
が
収
集
・
提
供
し
た
も
の
で
、
彼
の
地
で
の
他
の
有
力
紙
も

　
　
含
ま
れ
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
、
い
①
竃
○
昌
α
Φ
（
b
。
ω
－
漣
－
卜
。
μ
　
卜
。
①

　
　
Q
り
①
P
b
。
O
O
O
）
お
よ
び
コ
ひ
q
p
。
「
o
（
卜
。
。
。
－
b
。
駆
Q
∩
①
P
N
O
O
O
）
に
掲
載
さ
れ

　
　
た
も
の
の
み
を
使
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
m
（
井
上
担
当
）

　
　
で
と
り
あ
げ
る
投
票
結
果
に
つ
い
て
の
数
値
は
、
選
挙
速
報
当
日
の

　
　
も
の
で
あ
る
。
確
定
さ
れ
た
数
値
や
今
次
の
憲
法
改
正
国
民
投
票
を

　
　
め
ぐ
る
参
考
資
料
等
は
、
H
（
大
城
担
当
）
の
（
注
）
に
掲
載
し
た

　
　
フ
ラ
ン
ス
憲
法
院
等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
イ
ト
に
詳
し
い
の
で

料
　
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

資
　
　
な
お
、
大
統
領
任
期
制
変
更
に
関
し
て
、
筆
者
（
大
隈
）
は
別
に
、

近
く
、
第
五
共
和
制
の
も
と
で
の
七
年
任
期
制
問
題
を
中
心
に
い
ま

少
し
触
れ
る
機
会
を
も
っ
て
い
る
。
詳
し
い
展
開
に
つ
い
て
は
そ
こ

で
の
記
述
で
補
充
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
（
大
隈
義
和
「
大

統
領
任
期
制
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
憲
法
改
正
に
寄
せ
て
～
七

年
任
期
制
か
ら
五
年
任
期
制
へ
」
（
川
上
宏
二
郎
先
生
古
希
記
念
論

文
集
『
情
報
化
社
会
と
公
法
学
』
　
（
信
山
社
・
近
刊
）
）
。

　
こ
の
作
業
の
前
提
と
な
っ
た
資
料
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇

〇
年
度
科
学
研
究
費
（
継
続
）
に
よ
る
調
査
・
収
集
の
一
部
が
そ
の

基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

注
（
1
）
　
小
林
昭
三
『
首
相
公
選
論
入
門
（
改
訂
版
）
』
（
二
〇
〇
一
年
）

　
三
六
～
四
三
頁
。
こ
の
点
は
、
後
述
の
資
料
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

　
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
大
統
領
任
期
の
短
縮
が
下
院
議
員
任
期
と
合
わ
せ

　
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
一
層
興

　
味
深
い
。
な
お
、
本
資
料
で
は
、
み
欲
お
邑
犀
ヨ
の
語
に
つ
い
て
、

　
原
語
で
の
発
音
と
わ
が
国
で
の
こ
の
概
念
の
通
用
性
を
考
慮
し
て
レ

　
フ
ェ
ラ
ン
ダ
ム
と
訳
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
隈
義
和
）
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